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この社協だよりは、赤い羽根共同募金助成金が使われています。

　11月14日（月）に帯広大谷短期大学を会場に開催し、地域交流サロンの実践者やサロン活動に興味が
ある地域の方など36名が参加されました。
　本研修会では、同社会福祉科の正保 里恵子教授より、地域におけるサロン活動の必要性と効果につ
いて講義いただいた後、今年度、同社会福祉科の学生が立ち上げた交流サロン「元気」の活動を実際に体
験いただきました。
　参加者からは「学生さんの取り組みや地域の方々の声など、色々勉強になった。」「実際に活動されてい
る方の話を聞けてとても良かった。活動の大切さを実感しました。」等の感想をいただきました。

　高齢者を始め、子育て中の方、障がいを持つ方など、誰でも気軽に立ち寄ることの出来る「地域交流
サロン」の取り組みを推進しています。ちょっと立ち寄って、お茶やお菓子でお喋りを楽しんで、友達
の輪を広げてみませんか？（関連記事3ページ）

心温まるサロンが各地で開かれています。
気軽にサロンを訪れてみませんか？

地域交流サロン研修会を開催しました
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　新年あけましておめでとうございます。
　皆様におかれましては輝かしい新年を迎えられたこととお慶び申し上げます。
　また日頃より、本会の事業推進に対してご支援、ご協力をいただいておりますことに、厚くお礼を申
し上げます。
　昨年は８月に入り３つの台風が北海道に上陸し、その中でも８月30日に接近した台風10号の影響に
より河川が氾濫し、清水町、新得町をはじめ管内各地で甚大な被害がもたらされました。この音更町で
も避難勧告が発令され、多くの方が避難をするなど、自然災害に対する「備え」を重く考えさせられる年
となった一方で、多くのボランティアの皆様が被災地域へ出向き、泥撤去や家財道具の搬出運搬、給水
等の活動を行った他、直接被災地域へ出向くことはなくとも、物品支援や災害義援金への協力をいただ
くなど、改めて人の「優しさ・あたたかさ」を感じることが出来た年でもありました。
　本会ではボランティア活動や地域交流サロン活動をはじめとする地域での幅広い活動を基盤に「支え
合い、ともに生きる住みよい地域づくり」の基本理念のもと、これからも人の「優
しさ・あたたかさ」を大切にしながら、地域福祉活動に努めて参ります。
　町民の皆様方におかれましても、今後とも変わらぬご協力を賜りますようよ
ろしくお願い申し上げます。
　最後になりますが、皆様方にとって幸多き年となりますよう、心からご祈念
いたしまして、平成29年新年のご挨拶といたします。

年頭のあいさつ 音更町社会福祉協議会
会長　河田さえ子

　現在、多くの町民の皆様より除雪のご予約をいただいておりますが、登録されている会員の人
数も限られているため、すぐに対応することが出来ずに、ご迷惑をおかけすることもあろうと思
います。
　前号でもご案内させていただいておりますが、除雪作業に係る会員の登録と業務内容について
再度お知らせいたします。

　活動内容　　一般家庭の除雪作業
　活動時間　　概ね午前8時30分から午後4時の間でご自身の体調に合わせて
　配 分 金　　1時間あたり890円（交通費別途支給）

　※業務に当たるには高齢者就労センターへの会員登録が必要です。
　※町内在住の60歳以上の方であれば会員登録することが出来ます。

問合せ：高齢者就労センター（☎42-3335）

除雪作業いただける会員の募集について

高齢者就労センターよりお知らせ



3

●地域の方が気軽に集まれる場所
　町民誰もが、気軽に、無理なく、楽しく利用できる「地域の中の居場所」とされ、地域の世話人
の方々によって運営されています。
　参加者も時として「運営の担い手」になれます。社会福祉協議会では、このような活動が地域全
体に広がるようサポートしていきます。

●活動内容は
　・お茶とお菓子とおしゃべりで過ごす
　・無理なく体を動かす体操等を行う
　・ゲームやレクリエーション等を楽しむ
　・季節行事（花見やクリスマス会等）を楽しむ
　・小物作り等、趣味的な活動を楽しむ
　など、決まったことはありません。みんなで話し合い、何をするか決めること、楽しむことが大
切です。
　場所は地域会館、地域交流施設、自宅、団地の集会所等、様々です。

●社会福祉協議会からの支援
　・立ち上げ支援
　　（どのように運営したらよいか一緒に考えます）
　・広報活動
　　（社協だよりへの掲載やチラシを
　　作成し町民の皆様へ周知します）
　・関係資材の貸出
　　（「ふまねっと」や「介護カルタ」
　　等の活動資材を無料でお貸しします）

●●●地域交流サロン活動とは●●●

●手順

こんなことやってみない？
近所の方等を誘ってみましょう

チラシや回覧板等で
開催の案内をしましょう

地域会館や交流施設等
参加者が集える場所を

探しましょう

実施に必要な経費は、
多くても参加費数百円程度で

集めましょう

「毎月第○水曜日の▲▲時から」
というように

お茶飲み会や健康体操等
活動内容を参加者皆で

考えましょう

仲間を集めよう

呼びかけよう！

場所は？

費用は？

開催日は？

内容は？

サロン第1回開催！まずは自己紹介から… 気負わず、のんびりと。
できることから、楽しみながら始めましょう。
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おとふけ生きいきポイント事業登録申請書記入
↓

ポイント手帳交付

～「おとふけ生きいきポイント」とは～
　音更町に在住する65歳以上の方が、活動先として指定されている老人ホームなどで介護支
援活動（ボランティア）をすることにより、ポイント手帳にポイントが付与され、貯めたポイ
ントに応じて換金することができます。

★活動の対象者は介護保険料の未納及び滞納のない65歳以上の方です。
★活動する際のポイント手帳は社協事務局より随時交付しております。
　（ただし次年度、指定の研修を受講していただきます。）
★ポイント手帳に押印できるスタンプは1時間の活動につき1スタンプです。
　（1日の上限は2スタンプ＝2時間分までです。）
★�換金は、1スタンプ＝100円です。年間最大で50スタンプ（5,000円）の換金が可能です。

余ったポイントは翌年度に限り繰り越すことができます。
★�換金は10ポイントから行うことができます。（10ポイントに満たない場合は、翌年度に繰

り越します。）
★�平成28年度の活動は平成29年3月31日までです。4月1日以降は、新しいポイント手帳を

交付いたします。

～おとふけ生きいきポイントの流れ～

①登録研修会に参加する

②福祉施設で介護支援活動（ボランティア）をしてポイントをもらう

③平成28年度末までに貯まったポイントを翌年度の
4月～5月の間に換金手続きをして、新しい手帳に更新

「おとふけ生きいきポイント事業」の概要説明、介護支援活動（ボランティア）の
心構えや活動内容のお話をします。

おとふけ生きいきポイント
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～現在指定している活動先～

～登録者の活動状況～

養護老人ホーム　柏陽園 勤医協デイサービスすずらん

特別養護老人ホーム　寿楽園 グループホーム　どんぐり

在宅老人ケアセンター　らんらん グループホーム　ひびき野

軽費老人ホーム　あさひ苑 グループホーム　元気の里

デイサービスセンター　ゆうゆう グループホーム　つくし

介護老人福祉施設　ロータス音更 グループホーム　しらかばおとふけ

介護老人保健施設　あんじゅ音更 ふれあいの里グループホームおとふけ

介護老人保健施設　とかち グループホーム　このは

地域密着型特別養護老人ホーム　きずな フィジカルデイ　おとふけ

小規模多機能型居宅介護事業所　きずな 帯広徳洲会病院　通所リハビリテーション（デイケア）

ケアプラザくろさわ サービス付き高齢者向け住宅　はるかぜ

デイサービス木野 音更町社会福祉協議会

住宅型有料老人ホーム　JA すずらん ・通所型介護予防教室すまいる

北勝館デイサービスセンター ・食事サービス

※活動についての詳細は、事務局までお問い合わせください。

●�芸能披露、余興～唄・三味線、大正琴、踊り（日本舞踊・フラダンス他）、オカリナ、ハーモニカ、
読み聞かせ等

●その他軽作業～車いす清掃・花壇の草取り等
●施設行事手伝い～夏祭り、敬老会等運営補助
●レクリエーション、趣味活動の補助～絵手紙、手芸、書道、花札・トランプ・囲碁などゲームの相手
●お茶出し等の配膳の補助
●散歩、外出介助～お買い物見守り、外食介助、動物園移動介助等
●話し相手、入浴後の整髪介助

※登録と手帳の交付は社会福祉協議会にて随時行っておりますのでお気軽にお問い合わせください。
※�活動の調整は、音更町社会福祉協議会ボランティアセンターで行います。（現在、団体・グループ等

でボランティア活動している方もポイントの対象になります。）
※登録者は、活動のための保険［福祉サービス総合補償］へ加入します。（個人の保険料負担はありません）

『音更三絃会』の皆さん
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◎物  品 （敬称略）

預 託 品 名 預 託 者 氏 名 数　量 預　託　先

リングプル

山本　勝明 2.2 kg

プルネット

谷崎　潤一 2.5 kg

寿クラブ会 1 kg

清和ともしびの会 4.8 kg

西嶋　利三 5 kg

どんぐりの家福祉会 1.4 kg

柳町フォークダンス同好会 1.1 kg

国際ソロプチミストおとふけ 数量不明

小見山　節子 25.1 kg

仁原　ヨシ 15 kg

柳町老人クラブ 10 kg

新妻　弘子 1 kg

ベルマーク
落合　礼子 204 点

町内小学校
匿名 487.5 点

書き損じ葉書 匿名 50 枚

北海道ユニセフ使用済み切手

落合　礼子 129 枚

佐藤　道廣 220 枚

国際ソロプチミストおとふけ 3,394 枚

東士狩小学校 345 ｇ

桜田行政区 410 枚

作田　喜代志 2,500 枚

使用済テレホンカード 国際ソロプチミストおとふけ 10 枚

タオル

永楽老人会 72 枚

町内福祉施設

音更ライオンズクラブ 190 枚

坂本　勝彦 数量不明

新妻　弘子 20 枚

紺野　千江子 80 枚

雑巾
新妻　弘子 30 枚

栗原　芳子 30 枚

みかん 音更町十勝川温泉観光協会 3 箱

じゃがいも・かぼちゃ 谷崎　潤一 約250 kg

◎金　銭 （敬称略）

寄　　付　　者　　氏　　名 寄付金（円） 寄 付 金 使 途

隊友会道東連合会
第39回チャリティダンスの夕べ実行委員会 30,000

社会福祉事業匿名 500,000 

匿名 3,000 

平成28年9月12日～平成28年12月7日＊ご厚志ありがとうございました＊＊ご厚志ありがとうございました＊
預託されました浄財を紹介いたします。　預託された浄財は配分先において有効に活用させていただきます。

※当会では、ペットボトルキャップの寄付受付は終了いたしました。

音更ライオンズクラブ


